第五課　本音と建前

単語

　　
任す（他五）　→
任せる
　　　　　　　　①委托、交给＜依頼する、引き渡す＞
　　             仕事を秘書に任す／任せる
                 人に任せないで自分でやる

　　　　　　　②听任、任凭＜信頼して、ゆだねる＞
　　　　　　　　運を天に任せ（听天由命）／男に身を任せ

　　　　　　　③尽量、尽力；随心
　　             足に任せて歩く（信步而行）
　　　　　　　　力に任せて殴る（使尽力气殴打）
　　             金に任せて贅沢をする（穷奢极欲）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
漕ぎ着ける（他一）　　
漕ぐ（他五）　　划（船），蹬（自行车），荡（秋千）
　　　　　　　　　　　　　　船を漕ぐ／自転車を漕ぐ／ぶらんこを漕ぐ
漕ぎ着ける

　　　   　①划到＜漕いで着く＞
　　　　    　小船（こぶね）で島に漕ぎ着ける

　　   　　②努力做到、达到＜努力して目標に到達する＞
　　　　    　完成にやっと半分まで漕ぎ着けた
　　　　    　示談（じだん/和解、调解）に漕ぎ着けた　　
　　
立てる（他一）
　　　　　　①尊敬＜尊敬する＞
　　        兄貴分に立てる（尊为首领、大哥） 

　　　　　　　　親分と立てる（尊为长辈）

　　　　　　②竖、立＜縦にまっすぐにする＞
　　　　　　　　国旗を立てる／標識を立てる
　　　　　　　　寒そうにオーバーの襟を立てた

　　　　　　③立、制定、起草
　　        志を立てる／誓いを立てる
　　　　　　　　計画を立てる／方針を立てる／案を立てる

　　　　　　慣用語　　名を立てる（扬名）　 　風呂を立てる（烧洗澡水）　
　　　　　　　　　　　　　生計を立てる（维持生计）　 面子を立てる（给面子)

　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
抜く（他五）
①抽出、拔掉＜引き出す＞
　　        刀（かたな）を抜く/歯を抜く／草を抜く
②去除、清除＜取り除く＞
　　　　　　　　風呂の湯を抜く／タイヤの空気を抜く
③省略
　　        手を抜く（省工，偷懒）／手抜き工事（偷工减料的工程）
　　        気を抜かずに仕事をする（一丝不苟地工作）
　　　　　　　　朝食を抜いたので腹ペコだ
　　　　　　　　説明を抜きましょう
抜き（名）　　取掉，省去
　　　　　　慣用文型：～を抜きにして・～は抜きにして
　　　　　　　　前置きを抜きにして／省去开场白
　　　　　　　　冗談は抜きにして本題に入ろう／收起玩笑，进入正题吧
　　　　　　　　昼食抜きで働く
白ける（自一）
　　　　　　①变白、退色＜色が＞
    　　　　　白けた紙
　　　　　　　　写真が白けた　　

　　　　　　②扫兴、败兴＜雰囲気が＞
　　　　　　　　座が白けた
　　　　　　　　　　　　　
陰 （かげ）                      　                                          　　 
　　　　　　　①阴凉、背阴处＜光の当たらないところ＞
　　　　　　　　木の陰で休みましょう。　　　木陰（こかげ）
　　　　　　　②背后、暗地＜物の後ろ、背後＞
　　　　　　　　戸の陰に隠れる／本棚の陰
　　　　　　　　陰で悪口を言う／陰ながら、ご成功をお祈りします。
　　　　　　　　人の陰口を言うものではない。　　陰口（かげくち）
　　　　　
       　慣用語
　　       　 陰で糸を引く（暗中操纵）
　　　　　　　　 陰で舌を出す（背后耻笑）
　　　　　　　　　陰の声（背地里讲，私底下说）
　                       　                                         
枠 　　边框、边线、界限
①边框、框子＜ふち＞
　　　　　　　　　めがねのレンズを枠に嵌める（はめる）
②边线、轮廓＜囲み線＞
           　各ページに枠をつける

　　　　　　　　③范围、界限、圈子、框框
           　旧来の思考の枠を打ち破る
　　　　　　　　　彼の行いは常識の枠を超えている

　　　　
下記の二字とよく見分けてください
　　　　　　　　　　　　　くわ　　　   くわ
　　　　　　　　　　　　　桑/桑树　　鍬 /锄头
　　　
乱す（他五）　弄乱、扰乱
①扰乱＜秩序を混乱させる＞
　　　　　　　　　秩序を乱す／風紀を乱す／風俗を乱す
②弄乱＜ばらばらにする＞
　　　　　　　　　　髪を乱す／列を乱す
③搅乱＜平静な状態をかき回す、煩わせる＞
　　　　　　　　　　心を乱す
　　文型
　　　　１、　先（名詞）　　
　　　　　　　-先（接辞）
　　　　　　名詞として～
　　　　　　　　1、＜先端＞尖、头、末梢
  　　　　　　　　 針の先/枝の先にトンボが止まっている/鉛筆の先が丸くなっている。
　　　　　　　　２、＜先頭＞前头、最前部
  　　 　　　　　　列の先/人の先に立つ
　　　　　　　　３、＜前方＞前面、往前
  　　 　　　　　　この先は海だ/私はここから三つ先の駅で降りる
　　　　　　　　４、＜目的地＞去处、目的地
　　   　　　　　　旅行先/届け先/もう先が見えた
　　　　　　　　５、＜先方＞对方
　　　　　　　　　　運賃は先で払う/先からまだ返事がない
６、＜将来＞将来、未来、以后
   　　　　　　　 先のことを考えなければならない/君たちは先が長い
７、＜後の続き＞下文、后来、以后的情况
    　　　　　　　話の先/その先は言わずとも分かるでしょう
　～接辞として　　「-先」
１、＜目的地＞動詞ます形・サ变動詞の語幹+　－先
　　　　　　　　　　連絡先/勤め先/宛先/出先/出張先
２、＜前・前方＞名词+ －先
　　　　　　　　　　店先/鼻先/指先/軒先/庭先

慣用語
　　　　　　　　　　先を争う・目と鼻の先・先がない・先を越す（占先）
２、名詞＋ぬきでは・ぬきには・ぬきの/　　　
     　　～を抜きにして・～は抜きにして  　　　　 “除去、省去、不用……”　
　　　　　　　　　意味：～なしで・なしに＜～がない状態で・～を省いて＞
　　
　　　　　　　　　　朝食抜きで会社へ行くサラリーマンが多いらしい。
　　　　　　　　　　社長抜きでは、この件を決めることはできない。（没有…就不可能…）
   　　　　　　　　彼女はお世辞抜きに素晴らしい人だ。

　　　　　　　　　　アジアをぬきにしては、世界経済は語れない。
　　　　　　　　　　今日の会は難しい話はぬきにして楽しくやりましょう。
　　
関連用法：　動詞-ます形＋ぬく
　　　　　　意味：①最後まで頑張って～する
　　　　　　　　　　②非常に～する

　　　　　　　　　　やりぬく　　　何とか仕事をやりぬくつもりです。
　　　　　　　　　　いきぬく   　戦争の苦しい時代を生き抜いてきた
　　　　　　　　　　　　　　　　　人達は精神的にも強い。
　　　　　　　　　　考え抜く　　　これは考え抜いて、出した結論です。
３、一向に～ない　　完全（不）．．一点儿也（不）．．
　　　　　　＜用于表示期待某事发生而不断努力，但期待最终仍不能实现．
　　　　　　含有焦躁，疑惑的语气＞　

　　　　　　　　　３０分待ったが、彼はいっこうに現れない。
　　　　　　　　　薬を飲んだが、熱は一向に下がる気配がない。
　　　　　　　　　毎日練習しているのに、いっこうに上手にならないのは
　　　　　　　　どういうわけだろう
　　　　　　類語＞全然～・少しも～ない
４、～においては/～においても/における　　　　“在……（时间、地点）”
　　　　　　意味：～で＜場所・時間を示す＞

　　　　　　　　　会議は第一会議室において行われる。
　　　　　　　　　現代におてはコンピューターは不可欠なものです。
  　　　　　　　　わが国においても、青少年の犯罪が増えている。
　　　　　　　　　それは私の人生における最良の日であった。
　　
５、～ことなく　　“不……”
　　　　　　　動詞連体形＋ことなく　　　
　　　　　　　意味：～ないで　
　　　　　　　　　ロボットは24時間休むことなく働いている。
　　　　　　　　　あの子は厭きることなく、コンピューターに熱中している。
　　　　　　　　　彼は毎年忘れることなく、クリスマスカードをくれる。
　　

　　　６、～ふりをする　　“装作，假装……的样子”
　　　　　　　動詞連体形、名詞の＋～ふりをする

　　　　　　　　　かれは何も知らないふりをしている。

　　　　　　　　　山で熊に会ったら、死んだふりをするといい。

　　　７、～ようと……～ようと   “不管……也好”
         動詞意志形

形容詞（い）＋かろう　　　　　　　　　　　＋が／と
名詞・形容動詞語幹＋だろう／であろう
　　周囲にはんたいされようが、自分でやると決めた以上は最後までやりぬくつもりだ。
　　どんなに入院費がたかろうか、支払わざるを得ない。

　　いかなる困難であろうとも、努力によって克服できないものはない。

８、～は（も）しない　　　“不……，连……也不……”

         休みもしないで一息で山頂に登った。

食べもしないのに、たくさん買いました。

９、～まいとする　　　　　“不想……，不愿……”
　　　　　　動詞連体形・未然形＋まい
             授業に遅れまいとして、急いでバスに乗った。

　　　　　　　
本文
　　李さんは会社の仕事にも次第に慣れ、上司の信頼も徐々に増してきました。今回は新しい取引先メーカーとの交渉を任され、無事、商談成立に漕ぎ着けました。
　　木下課長は今後の付き合いを考慮に入れて、先方の長谷川部長を接待することにし、李さんはその準備を頼まれました。
　　場所は長谷川部長の好みに合わせてカラオケ・スナックになりました。李さんは長谷川部長に楽しんでもらうには、雰囲気を盛り上げようと考え、まず、演歌を二、三曲歌いました。
　　けれども、日本人の場合は、自分が楽しむより、相手をたてて楽しませることを第一に考え、接待します。ですから、木下課長は困った顔をしていたのです。
　　カラオケに招待された長谷川さんが、楽しかったと言ったのは「建前」なのです。「本音」を言えば、自分が歌えなくてあまり楽しくなかったはずです。しかし、長谷川さんは、会社の代表として、個人の感情を抜きにし、不愉快な感情を表に出さず、接待した側の会社に感謝したのです。
　　　「建前」は、「原則として」とか、「表向きには」という意味です。公的な立場からの見解について述べるときに使われます。それに対して、「本音」というのは、その人の本当の気持ちです。日本人社会は、人間関係を優先し、「和」を大切にします。この和を保つためには、私的な感情を表面に出さず、原則である「建前」でコミュニケーションすることが必要になるわけです。
　　　　　
会話
	長谷川
	李さん、演歌がうまいですね。

	ホステス
	本当に。中国の方とは思えないぐらい上手ですよ。ねえ、木下さん。

	李
	そうですか？ほめていただいたのは初めてですよ。じゃ、今度は、今とてもはやっている歌を歌います。あっ、これデュエットだから長谷川部長も一緒にどうですか。

	長谷川
	いや、最近の歌はダメなんですよ。

	李
	あっ、そうですか。じゃ、ボク、みゆきさん（ホステスの名前）と歌います。

	長谷川
	（一向に楽しんでいる様子も見えない。）

	木下
	（困った顔）

	 
	（数日後、李さんと同僚の高橋さんと横山さんは三人でお酒を飲みに行きました。そこで、この間のカラオケスナックの話になりました。）

	横山
	長谷川さんの接待のために行ったのに、李さんが自分だけ楽しんでだっ
て、課長怒ってらしたわよ。

	李
	えっ、本当に？おかしいな。長谷川さん、帰る時、「今夜はとても楽しかったです。」っておっしゃってくださったよ。

	高橋
	それは、日本の社会においてはタテマエっていうもんだよ。李さん。

	李
	タテマエか…そういえば、この間お金集めたでしょ。

	高橋
	田村さんの結婚のお祝いのこと？

	李
	うん。田村さんの結婚のお祝いの回覧が回ってきた時、みんなが何も言わないで、同じようにお金を出すのを見て、僕、驚いちゃった。あれもタテマエ？

	横山
	それは違うわ。同じ部の人がみんな出していれば、やっぱり、あたしみんなと同じようにするわ。そのほうが、摩擦が起こらないから。

	李
	それは、自分に自信がないからでしょう。

	横山
	まっ、失礼ね。李さん、時々失礼なことをするわよ。例えば、この間、営業一課で飲みに行ったとき、先に帰っちゃったでしょ。あの後、みんながしらけちゃったのよ。

	李
	だって、僕、お酒、きらいなんだ。

	高橋
	李さん、本音は僕だって同じだけど、それは会社のつきあいってもんだ
よ。僕も去年はそうだったけど、「新人類」なんて陰で言われちゃっ
て…。

	李
	へえ、冷たくされたの？

	高橋
	まあね、今は違うけど。 
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